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日本経済は、引き続き勢いを欠いた状況が続いてい

る。こうしたなか、来年4月に予定されていた消費税率引

き上げも、延期されることとなった。消費増税に一貫して

反対してきた筆者の立場からすれば、この決定自体は歓

迎すべきものだ。 

いま安倍内閣の経済政策は、難しい局面に来ている。

明らかに、民主党政権の時に誤った消費増税を決めたこ

とが、アベノミクスの足を引っ張っている。一方で、野党と

なった民進党が依然として誤ったメッセージを出している

ことが、安倍政権の高支持率に貢献しているように見え

る。まさに民進党（民主党）には、経済政策における功と

罪がある。 

2012年３月、民主党は財務省のペースに乗る形で

「税・社会保障の一体改革」と称して、消費税の引き上げ

を決めた。現実には、社会保障改革はほとんどないま

ま、従って歳出改革のないままで、増税することを決め

た。当時野党であった自民党と公明党も参加し、「三党合

意」という形で取り纏められた。当時の日経平均株価は

およそ8500円。経済を活性化することなく、また歳出改革

を進めることなく、増税を先行させる形で財政再建を進め

ようとしたのだ。これでは“手順が違う”ということで、筆者

は一貫して反対してきた。 

2013年からアベノミクスが本格始動し、金融政策を中

心に目に見えた成果を挙げた。株価の上昇、雇用の増

加、物価トレンドの反転など、その成果は大きい。しかし

今年に入ってから、株価に大きな変動が見られるように

なった。2月中旬には一時19％の低下を記録し、それが

少し戻って５月末には年初比6.6％の低下となっている。 

その背景として、海外要因の他に国内個人消費の低

迷が大きい。メディアなどでは“消費者心理の萎縮”と言

われることが多いが、それ以上に大きなマクロ経済要因

が存在している。過去３年間、日本の国民所得は約30兆

円拡大している。しかしそのうち３分の2の21兆円が政府

に吸い上がられており、家計の所得増加は8兆円程度に

留まっているのだ。税収増が大幅だったことは財政の面

からは評価される。しかしそれは、とりもなおさず民間経

済にマイナスの圧力がかかったことを意味している。景気

回復期には、税の累進構造などを反映して税の自然増

収が生じるが、それに加えて消費増税で9兆円を上回る

資金が政府に吸い上げられたのだ。目下の経済停滞は、

民主党時代に決められた誤った増税政策によるところが

大きい。 

しかし皮肉なことに、安倍政権にとって現民進党（民主

党）の存在が、いまや大きなサポート要因ともなってい

る。民進党は、増税延期の総理決定に先駆けて、消費増

税の2年延期を打ち出し、その理由としてアベノミクスが

失敗したからと主張した。しかし2012年に民主党が中心

になって消費増税を決めた時、日経平均株価は8500円

の水準にあった。アベノミクスで株価が2倍になったことを

評価せず、政策が失敗したから増税を延期せよと安倍政

権に求めるのは、無責任を通り越して滑稽だ。こうした主

張を聞く度に、国民は「やっぱり安倍政権に頑張ってもら

うしかない」と考えるだろう。経済が決してよくない状況下

で安倍政権の支持率が一向に低下しない、いやむしろわ

ずかに上昇している背景には、こうした実に有り難い存在

があるから、とも言える。 

しかし、健全な野党がなければ与党も健全さを欠いて

行く。野党の本来の役割は、ともすれば既得権益の擁護

に回って改革に及び腰になる与党を、健全な方向に導く

ことだ。日本政治の問題点を議論する時、自民党など与

党の責任とともに民進党を中心とする野党の責任も大き

く問われなければならない。 
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